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23. 恩恵への忠実



― 神の恩恵は、私たちが障害を置か
ない限りいつも実りを与える。

― 応答の実り。

― 欠点が消えないことや諸徳が身に
つかないことを嘆かない。再出発を
繰り返す。

２３．１ 途中に妨げを置かなけれ
ば、神の恩恵は常に実を結ぶ

今日のミサの福音１は聖マルコだけ
が記録した小さなたとえ話です。そ
の中で主は、種が土地に植えられる
とどのように成長するかを教えてい
ます。種がいったん蒔かれると、畑
の持ち主が眠っていようが、起きて
見張っていようが、また、何が成長
させるのかを知っているかどうかに
関係なく成長します。私たちの霊魂
に蒔かれた恩恵の種はちょうどこの
ようなものです。途中に妨げを置か
ずに成長するままに任せるなら、間
違いなく実を結ぶことでしょう。そ



れは種を蒔いたり刈りとったりする
人によるのではありません。成長さ
せてくださるのは神だからです２。

私たちが伝えるべき教えや使信に
は、固有の豊かさ、無限の豊かさが
備わっていますが、それを附与した
のは私たちではなく、キリストであ
る３ことを頻繁に考えると、使徒職
を実践するのに大きな自信が出ま
す。妨げを置きさえしなければ、神
の恩恵は、私たちが何もしなくて
も、ずっと警戒していても、そのよ
うなことにかかわらず、霊魂に深い
変化を引き起こします。恩恵のお陰
で、常に忠実であろうとし、もっと
十分に自分自身を与え、神の恩恵に
もっと熱心に一致することを決心し
ます。多分、祈っている今、恩恵が
私たちに働いていることでしょう。

神は常に恩恵をくださり、各瞬間の
小さな義務を果たすことによって忠
実であるように助けてくださいま



す。神は、み旨を忠実に果たして聖
人になることができるように、私た
ちにみ旨を教えてくださいます。で
すから、私たちの側では、神からの
この助けを受け入れ、寛大に従順に
協力しなければなりません。霊魂に
は、身体と同じようなことが起こり
ます。肺は血液を新鮮にするために
常に酸素を取り入れる必要がありま
す。ですから、呼吸をしない者は、
誰でも窒息死します。つまり、神が
常に私たちに与えてくださる恩恵を
従順に受け入れない者は、誰でも霊
的に窒息死することになります４。

素直に恩恵を受けることは、聖霊が
私たちの心の奥で提示することをす
べて果たす決意をしていることを意
味します。私たちの義務を完全に果
たすということです。まず初めに、
神への委託に関するこうしたすべて
の事柄を果たすことです。あれやこ
れやの困難がどんなに長く続いて
も、どんなにそれが難しいことかが



わかっても、超自然的な恩恵と単純
さで耐え、具体的な徳を得る決心を
しなければなりません。神は、私た
ちの内面を動かされ、霊的指導で受
けた勧めを度々思い出させてくれま
す。このような恩恵に忠実であれば
あるほど、もっと恩恵を受けるため
にさらにもっと良くしたいと思うよ
うになります。良い行いをすること
が簡単になればなるほど、私たちは
もっと幸福になるでしょう。という
のは、幸福は常に恩恵に一致するこ
とに関連しているからです。

２３．２ 恩恵に一致することの効力

生活の中で恩恵を保ち、超自然的に
効果的である人生を保持しようとす
るなら、私たちは聖霊の働きに従順
でなければなりません。黙想してい
るたとえ話の中で神が示されている
ように、心の中に蒔かれた種には、
発芽し、成長し、実を結ぶのに十分
な強さがあります。けれども初めに



恩恵を心に届かせなければなりませ
ん。それを受け入れ、一方に押しや
らないように私たちの内に余裕を
持っておかなければなりません。と
いうのは、「神が与えてくださる機
会は待っていてはくれないからで
す。チャンスは、訪れては去って行
くものです。命の言葉は、留まるこ
とがありません。私たちが、チャン
スを捕まえなければ、悪魔がそれを
取り去るでしょう。悪魔は怠けるど
ころか、むしろいつも目を開いて急
に飛びかかる準備をし、あなたが使
わない賜物をつかみ去ろうとしてい
ます」５。私たちは、一連の小さな
事柄を生活の中で実行する必要があ
ります。仕事後の片付けをするとい
う小さな犠牲、決めた日に告解に行
くこと、失敗したことと次の日に戦
うように神が望んでおられることに
気づけるほど深く良心の糾明をする
こと。起床時の英雄的瞬間を生きる
こと。そこにいない誰かが批判され
ているなら、話題を変えるか、少な



くとも沈黙すること。恩恵に逆らう
ことは、たくさん実をつけそうな花
が満開の木に雹(ひょう)が打ちつけ
るように、霊魂にも同じような影響
が生じます。花は駄目になり、実を
結びません６。 同様に、私たちの内
的生命は衰えて死ぬことになりま
す。

罪だと知りながら犯す（故意に犯
す）小罪と、厳密には罪ではないが
神の機嫌を損なうような欠点をすべ
て避けるために、聖霊は数えられな
いほど多くの恩恵を与えてください
ます。聖人とは、聖霊の超自然的な
助けに最も敏感に応えた人々のこと
です。聖霊はまた、私たちが気高い
人間的な動機と超自然的な意向で、
日常生活の行いを聖化するための助
けとなる無数の恩恵もくださいま
す。もし朝から晩まで、受ける助け
に忠実であるなら、楽しい瞬間も、
疲れて力も熱意もないような時も、
神と隣人への愛の行いで日々満たさ



れていることがわかるでしょう。こ
うした行いをすることによって私た
ちは効果的に働くようになります。
「持っている人は更に与えられる」
７、１つの恩恵は他の恩恵をもたら
すことを昨日の福音で読みました。
霊魂は善を実行するほど善に高めら
れます。霊魂は、実行して埋め合わ
せをしようとする隔たりに左右され
ているのです。毎日は、神がくだ
さった素晴らしい贈物です。神は、
難しいことや逆境に驚かないで、私
たちが喜んで恩恵に一致して、毎日
を愛で満たすようお望みです。そう
した困難に打ち勝つために、私たち
が神の助けを頼りにしてそれを使う
ことで、聖性と使徒職を推し進める
ように私たちを急かしておられま
す。すべてのことは、私たちが愛に
よって愛のために行う時、全く違っ
たものになります。

２３．３ 欠点がなくならず、徳を獲
得できないとき生じる落胆を避ける



こと。常にやり直さなければならな
い

心に良い決心をするとき、人は土地
に種を蒔きます。そして、種は気づ
かないうちに芽を出し、成長しま
す。たとえ、成長していることがま
だ判らなくても、徳は一旦生まれる
と、自然に完成ヘと向かい、土地そ
のものが自ずと実を結びます。なぜ
なら、恩恵の助けで、霊魂は善を行
うように自然に向上するからです。
しかし、土地はまず葉を、次に茎
を、最後に穀類の穂を生じます８。
内的生活は時間を要するのです。そ
れは畑の小麦のように成長し熟して
いきます。

神が、私たちに持つようにお望みに
なる衝動に忠実であることは、失敗
に際して落胆したり、深い祈りで終
えたり、欠点を根こそぎにしたり、
仕事中に頻繁に神のことを考えるこ
とが難しいと感じて短気になるのを



避けることでもわかります。農夫は
忍耐強いです。ある時期に期待した
実りがないことに気づいていても、
掘り起こしたり、畑を見捨てたりは
しません。農夫は、待たなければな
らないことがよくわかっています。
一定の暖かさと陽の光があれば良い
と思っています。種が発育している
ことは分かっています。どのように
して知るのか、刈り入れの時が来る
ことも知っています。恩恵は自然に
似て、普通は徐々に働きます。私た
ちは、厳密に言えば、恩恵の働きに
先んじることはできませんが、神が
恩恵をお与えになるとき、できる範
囲で準備し、協力しなければなりま
せん。

人々が高い目標を目指すように、つ
まり、キリストの理想に向かうよう
助けなければなりません。決して要
求を緩めたり軽くしたりせずに、理
想の実現に向かわせるのです。しか
し、聖性とはもともと力仕事でない



ことを忘れてはなりません。「普通
は、恩恵は自然と同じように徐々に
働く。厳密に言えば、恩恵の働きに
先んじることはできないが、神が恩
恵をお与えになるとき、できる範囲
で準備し、協力しなければならな
い。人々が高い目標を目指すよう
に、つまり、キリストの理想に向か
うように助けなければならない。決
して要求を緩めたり軽くしたりせず
に、理想の実現に向かわせるのであ
る。しかし、聖性とはもともと力仕
事でないことを忘れてはならない。
普通は、恩恵には恩恵の時がある。
暴力は好まないのだ。もどかしさは
いくら感じても良いが、せっかちに
ならないでほしい」９。農夫が何世
紀もの間の知恵によって忍耐を失く
さないでいるように、私たちもちょ
うど良い時を待ちながら、意気消沈
することなく、聖化と使徒職で非常
に高い所を目指すことを学ばなけれ
ばなりません。覇気に満ちた決心を



緩和することなく頻繁にやり直さな
ければなりません。

私たちは、忍耐をもって根気よく努
力して欠点を克服し、徳を獲得しま
すが、通常は、大変激しい努力をす
ることによってではなく、神の憐れ
みに頼って謙遜に何度も繰り返し試
みることによって、徳を獲得する必
要があります。短気に負け不忠実に
なるわけにはいきません。その短気
は、通常高慢に根ざしています。私
たちは誰に対しても忍耐強くあらね
ばなりません。聖フランシスコ・サ
レジオは言いました。まず初めに自
分に対して忍耐強くなければなりま
せん１０。

主に希望する以上に良い治療は何も
ありません。いつも許していただけ
ますから、謙遜と誠実と悔い改めに
よって再出発します。再び始めるの
です。すべての妨げに打ち勝つこと
を確信しておられる神に一致しなけ



ればなりません。やり直すたびに、
いつも深い喜びを経験します。地上
にいる間に何回もそうしなければな
らないでしょう。なぜなら、私たち
にはいつも欠点、欠陥、弱さ、罪が
あるでしょうから。謙遜で忍耐強く
あらねばなりません。神は私たちの
失敗を考慮に入れておられますが、
一生を通して多くの小さな勝利を期
待されています。勝利、それは聖霊
の働きとインスピレーションに忠実
である度に獲得されるものです。
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Letters, fragment 139
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